
参考資料 ４ 

二地域居住促進への具体的取り組み事例 

 

「都市と FIT 地域の交流・二地域居住促進検討会」の設置について 

 

１ 目的 

団塊の世代の大量定年等に伴い都市住民の地方圏への居住ニーズの急激な拡大が見込

まれること等を踏まえ、新構想検討部会の下に「都市と FIT 地域の交流・二地域居住促

進検討会」を設け、ＦＩＴ地域の特性を活かした交流・二地域居住促進に関する連携方

策等について、具体的な検討を行う。 

 

２ 検討内容 

① ＦＩＴ地域が目指す交流・二地域居住 

② 交流・二地域居住促進のための施策 

③ 交流・二地域居住を活かした地域振興策 

 

３ 検討会の構成 

学識経験者、交流・二地域居住に関し具体的に取り組んでいる市町村関係者、民間関

係者（受入側、移住側など）の計８名の委員で構成。 
 
氏    名 

 
役 職 等 

 
氏    名 

 
役 職 等 

 
いそざきせいいち 
五十崎誠一 

 
泉崎村助役（福島県） 

 
でき まさのり 
出来正典 

 
二地域居住実践者 
（茨城県）            

 
はがぬま しん 
芳賀沼 伸 

 
NPO法人ｸﾞﾘｰﾝｽﾄｯｸｸﾗﾌﾞ 
副会長（福島県） 

 
いしざき きよみ 
石崎キヨミ 

 
もてぎぷらざ「サークルう
らら」代表（栃木県） 

 
まつもと はるお 
松本治郎 

 
(財)常陽地域研究ｾﾝﾀｰ 
理事･事務局長(茨城県) 

 
はっとり こういち 

服部公一 

 
茂木町助役（栃木県）    
                   

 
ひだか くに 
肥高 邦 

 
大子町助役（茨城県） 

 
たかはし ひろし 
高橋 公 

 
NPO法人ふるさと回帰 支
援センター事務局長 

 

４ 作業の進め方 

６回程度会議を開催し、平成 18 年度の新構想検討部会及び推進協議会総会に検討結果

を報告する。 

なお、検討会での検討に資するため、交流・二地域居住に関する地域住民の認知度、

問題意識等について、外部の専門機関に委託して調査を実施する。 

 

 



５ 検討結果の活用 

検討結果を基に、推進協議会の事業として具体的に実践していくとともに、新

たなＦＩＴ構想等の策定作業に活用していく。 

 

６ 検討会の位置づけ 

   

 ○３県の産・学・官の代表により構成する21世紀ＦＩＴ構想の推進母体。

○構想ＰＲ、連携促進などの協議会事業について検討する。

 ○広域観光の具体的方策等について検討する。
（平成18年度設置予定）

 ○ＦＩＴ地域における二地域居住のあり方、推進のための
    具体的方策について、方向性を検討する。

企画検討部会

新構想検討部会

都市とFIT地域の交流・二地域居住促進検討会 

広域観光推進検討会

（平成６年度～）

（平成17年10月12日～）

（平成17年度）

（平成３年度～）

○検討会の成果を踏まえて、平成19年度中に検討結果をとりまとめる。
○検討結果は、平成20年度総会において報告する。

21世紀ＦＩＴ構想推進協議会
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FIT 構想について 

21 世紀 FIT 構想とは 

 東京圏に隣接する福島（F）・茨城（I）・栃木（T）３県の県際地域が有する数々のポテンシャルを

生かし、21 世紀の新たな先導的拠点にしようというものです。 

 FIT 地域住民の理解と協力のもと、３県の産業界、学界及び自治体が一体となって構想の実現

を図っていくため「２１世紀 FIT 構想推進指針」を策定しています。  

構想の基本理念は 

 21世紀FIT構想は次の３つの基

本理念に基づいています。 

① 人間性重視の地域づくり 

  地域の有する優れた自然環境

を生かした快適な空間を持つヒュ

ーマンポリスを形成することとし、

人間性を重視した地域づくりをめ

ざします。 

② 先導的拠点となる地域づくり 

  東京圏との近接性、高速交通

体系の整備の進展、ハイテク産

業の集積、さらには豊かな自然と

いった地域特性を生かした魅力

ある地域づくりを進め、総合体と

して先導的機能を担う地域を目指

します。 

③ 連携による高次機能の発揮 

  ２１世紀 FIT 構想にふさわしい

地域として要求される高水準のネ

ットワークを構築することにより、

それぞれが有機的に連携され、

総合体として高次機能の発揮を

目指します。 

21 世紀 FIT 構想推進協議会とは 

 21 世紀 FIT 構想推進協議会は、21 世紀ＦＩＴ構想の推進母体として、平成４年１月に設立されま

した。平成５年９月に 21 世紀ＦＩＴ構想推進指針を策定し、構想の実現に向けて、３県の産業界、

学界及び自治体が連携・協力し、一体的に取り組んでいます。 


